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はじめに 

平成 23年度から 3ヶ年度にわたって行われた認知症地域支援推進員（以下推進員）研修

は、24年度に示されたオレンジプランのなかでも認知症初期集中支援チーム事業とともに

地域で認知症の人を支えるための地域支援事業の１つに位置づけられている。認知症の人

を支えるための最大の課題は、関係者を含めた地域の理解や認識の不足と、関係者間で認

知症ケアの目標の共有が十分ではないことであろう。特に前者に関しては、本報告書でも

地域づくりの大きな課題として示されている通りである。 

推進員の役割は地域のニーズと資源を把握し、認知症の人が生活していくために必要な

サービスが適切に提供されるように多職種の関係者の足並みを調整することであるが、ま

ず行政側が旗振り役をすることの重要性が認識される必要がある。地域のなかで推進員が

一定の成果をあげているところ、これからとりかかろうとするところなど様々な地域があ

り、推進員の活動を進めるうえでの課題も地域によって大きく異なっている。すべての地

域で、すべての課題に共通する対応策はないが、本報告書で取り上げられた実践例がそれ

ぞれの地域の活動に多少とも参考になれば幸いである。 

平成 26年 3月 

認知症介護研究・研修東京センター 

本間 昭 
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第１章 「認知症地域支援推進員研修における効果的な人材育成のあり方と認知症地域支援推

進員の活動体制の構築に関する研究」事業の概要 

 

１． 目的 

認知症の人ができる限り住み慣れた地域で暮らしていくことができるような支援体制構築をめざ

し、平成23年度より「市町村認知症施策総合推進事業」が開始され、同事業において認知症地域

支援推進員（以下、「推進員」）が配置されている。推進員は各市町村において医療機関・介護サ

ービスや地域の支援機関をつなぐコーディネーターとしての役割を担っている。昨年は、当センタ

ーにおいて、認知症地域支援推進員研修（以下、「推進員研修」）を年4回開催し、261名が修了し

たほか、認知症地域支援推進員フォローアップ研修（以下、「フォローアップ研修」）を実施し50名

が修了した。推進員の育成については、昨年6月に「認知症施策推進5か年計画（オレンジプラン）」

において、当面5年間で700人という数値目標が示され、さらなる配置と育成が求められている。 

一方、推進員の配置は始まったばかりであり、推進員は推進員研修での成果をふまえつつも、

地域での活動を手探りで行っている現状がある。また、人口規模をはじめとした地域特性による活

動内容や活動のプロセスなどについて活動の指針となる事例集の作成や連携ツールの情報共有

を望む声も多い。加えて、異動によって推進員が変わることもあり、担当者が変わっても一定の活

動が進められるような教材開発が求められる。 

以上をふまえ、本事業では、より効果的に「認知症地域支援推進員研修」を実施するために、昨

年度の成果をふまえて、新たな教材開発を行いながら、認知症地域支援推進員研修・フォローア

ップ研修の内容を洗練した上で研修を実施することを目的とし、もって認知症の人が住み慣れた

地域で生活を継続できるよう医療と介護の連携強化や地域における支援体制を構築することを目

指す。 

 

２． 事業内容 

１） 認知症地域支援推進員研修検討委員会の設置 

認知症地域支援推進員研修・認知症地域支援推進員フォローアップ研修のあり方、カリキュラ 

 ムやシラバスの検討により、研修の内容の充実を図るために、当センター長を委員長として、6人

委員に委嘱した。 

 

２） 認知症地域支援推進員研修の実施 

定員50～70名で、3日間の研修を5回実施した。開催場所は北海道、仙台、東京、大阪、福岡 

で、事前アンケート・単元ごとのレビュー、修了時のカリキュラム評価から研修成果を把握した。 

 

３） 認知症地域支援推進員フォローアップ研修の実施 

 定員100名で、1．5日間の研修を3回（ただし1回は予備）実施する。開催場所は東京及び大 

阪で、事前アンケート・事前課題・単元ごとのレビュー、修了時のカリキュラムの評価から研修 

成果を把握した。 
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４） 実践事例集の作成 

   推進員研修において、事例報告を担当した推進員 15名に依頼し、地域における実践事例の

提出を求めた。提出を求める事例のテーマは委員会で検討した。また、研修の事前アンケート

などにより効果的な実践事例のみられた推進員を委員会において 5名選出し、ヒアリング調査を

実施した。調査結果は、講師を担当した推進員の事例と合わせて、事例集として取りまとめた。 

 

５） 活動の成果を分析する 

認知症地域支援推進員フォローアップ研修において、各地域で作成されている連携ツール

等の成果を収集した。 

 

６） 平成 24年度認知症地域支援推進員研修修了者の実態把握―活動に関する調査 

（１）目的：市町村より推薦を受けて受講した修了者の実態を把握して、認知症地域支援推進員

研修カリキュラムの見直し、フォローアップ研修カリキュラムの構築を図った。 

（２）平成24年度認知症地域支援推進員研修修了者を対象に自記式調査票による調査を実施

した。 

 

７） 平成 25年度認知症地域支援推進員研修受講者の動向 

（１） 目的：認知症地域支援推進員研修受講者の活動の実際を把握した。 

（２） 平成25年度認知症地域支援推進員研修参加者を対象に自記式調査票による調査を施

した。（事前アンケート） 
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